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会社概要  

 経営理念 

地球社会への貢献 … 

 人間尊重 … 

 革新志向 … 

 顧客第一 … 

 情熱 … 

Socio-dynamism 

Humanity 

Innovation 

Market-in 

Zeal 

 

 社名 

 

 本社 

 取締役社長    

 創業 

 従業員 

 事業内容 

 売上高 

 清水建設株式会社 

 （英文社名 SHIMIZU CORPORATION） 

 東京都中央区京橋二丁目16番１号 

 井上 和幸 

 1804年（文化元年） 

 10,728人   2017年4月1日現在 

 建築・土木等建設工事の請負（総合建設業） 

 15,674億円（平成28年度 連結） 

 GREEN FLOAT 

 

 OCEAN SPIRAL  LUNA RING 

▶シミズ・ドリーム 
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○京橋で培った歴史と伝統を今に 
 

京橋の地は、創業100年にあたる1903（明治36）年、日本橋から本店を移転して

以来、約90年間という長きにわたり本社を置いてきたゆかりの深い土地です。 

一時、芝浦に本社を置きましたが2012年（平成24年）に再び京橋に本社屋を建設

しました。長い歴史と伝統を受け継ぎ、次世代に向けて、ものづくりの心と技をさ

らに追及していきます。 

 

○当社の京橋でのあゆみ 
 
 
 

ゆかりの地、京橋 

会社概要  

1903 
京橋区南鞘町に本店 

1932 
京橋に本店 

1991 
浜松町に移転 

2012 
再び、京橋へ 
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地球環境貢献 × 地域貢献 
都市再生特別地区制度 



(C)Copyright 2017 Shimizu Corporation. All rights reserved. 

7 
清水建設本社ビルの環境負荷低減への取組み 

建物概要 

 所在地 

 設計・施工 

 竣工 

 敷地面積 

 延床面積 

 容積率 

 階数 

 高さ 

 構造 

 ：   東京都中央区京橋二丁目16番１号 

 ：   清水建設株式会社 

 ：   2012年5月15日 

 ：   2,728.11㎡ 

 ：   51,355.84㎡ 

 ：   1,230％（都市再生特別地区） 

 ：   地下３階－地上２２階－塔屋１階 

 ：   106.26m 

 ：   鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）、免震構造 

 

   

 ： 2011年 CASBEE新築 Sランク（BEE9.7） 

 ： 2012年 LEED新築版 ゴールド認証 

  

環境性能評価 

 ： 2013年 京橋エリアでのISO22301（事業継続） 

                        ISO50001（エネルギー）認証 

   ※経済産業省 平成24年度ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位による事業競争力強化ﾓﾃﾞﾙ事業 

 ： 2014年 カーボン・ニュートラル認証  

   ※環境省 平成26年度ｶｰﾎﾞﾝ・ﾆｭｰﾄﾗﾙ認証ﾓﾃﾞﾙ事業 

 ： 2016年 東京都 優良特定地球温暖化対策事業所認定 

           （トップレベル事業所認定） 

  

主な認証・認定 
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非常時の事業継続・エネルギー自立性確保、 

平常時の節電・省エネ対策を兼備した施設・コミュニティづくり 

強くしなやかで、人と環境にやさしいまちづくり 

節電・省エネ（eco） ＋ 事業継続（BCP） 

® 

快適・健康・安全・安心 

エネルギー対策 

コンセプト ｅｃｏＢＣＰ 
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生活用水3日分、排水貯留槽3日分 

免震層 

放射空調 
＋ﾊﾟｰｿﾅﾙ床吹出口 

ＬＥＤ照明 
＋ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 

帰宅困難者 
受入エリア 

地域熱供給施設 

太陽光発電パネル 

マイクログリット 

デシカント空調機 

ハイブリット外装 

ＲＣコアウォール 

▽11F 

▽2F 

▽4F 

▽5F 

▽1F 

▽B3F 

▽21F 

▽22F 

Office 

非常用発電機 
地上系統サブ変電 

清水建設 
災害対策本部 

スマートＢＥＭＳ 

Heat Storage Tank 

Cafeteria 

Entrance 

Lobby 

Water Tank 

Desiccant 

Desiccant 

Photovoltaic 

Substation 

Substation 

Power supply 

（B1F～22F） 

Power supply 

（B3F～B2F） 

Supply air 

（12F～21F） 

Supply air 

（2F～11F） 

Ceiling Radiant Cooling Panel 

（2F～21F） 

LED＋Gradation blinds 

（2F～21F） 

地下系統サブ変電、特高受変電 

ｅｃｏＢＣＰ技術の導入 
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ハイブリット外装  外装×構造×環境装置 

 環境技術がもたらす新しいワークプレイス 

Low-Eペアガラス 

太陽光パネル 

外断熱 

庇効果 

柱型がないため、レイアウトフリー 
窓廻りに通路を設定し、熱的緩衝帯の確保 

ハイブリット外装システム 
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天井放射空調＋デシカント （潜顕分離空調） 

ペリメータチルドビーム インテリア放射天井パネル 

地域熱供給施設からの冷水供給 
(還り冷水利用) 

デシカント空調機からの調湿空気 パーソナル床吹出口 

オフィス 

クローズ状態 

オープン状態 

ペリメータチルドビーム インテリア放射天井パネル 

デシカントロータ デシカント空調機 パーソナル床吹出口 

 エコで快適なオフィス空調 

放射パネルによる
アンビエント空調（全体空調）

パーソナル床吹出口
によるタスク空調（局所空調）

デシカント（吸湿剤）
による調湿空調

快適環境

温度

湿度

気流

知的生産性向上 

タスク&アンビエント空調 
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 自然光がオフィス環境をつくる 

タスク照明 

アンビエント照明 

角度変化型ブラインド 

自然光 

タスク照明 

アンビエント照明 

その場所の自然光の量に応じて、センサーにより照明の光量を自動制御 

机上面照度：アンビエント３５０lx アンビエント＋タスク７００lx（全館ＬＥＤ照明） 

ＬＥＤ照明器具＋昼光利用 

アンビエントＬＥＤ照明 

タスクＬＥＤ照明 角度変化型ブラインド 

角度変化型 
ブラインドによる 
太陽光導入 

LED器具による 
タスク＆アンビエント 

照度センサー 
人感センサー 

タスク&アンビエント照明 
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清水建設本社ビル 

地域熱供給施設 
プラント供給エリア 

地域熱供給プラ
ント 

需要家 

7℃ 廃熱48℃ 
デシカント 
空調機 

放射天井パネル 

15～
18℃ 

一般冷房 7℃ 

清水建設本社ビル 

14～15℃ 

面的熱融通を目指した５管式熱供給システム 

  ２．冷水製造時の廃熱をデシカント再生熱に利用 

 都市廃熱を上手に使う 
  １．地域還り冷水（中温冷水）を放射パネルに利用 

熱供給システム 
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 都市型超高層ビルにおける創エネルギー 

薄膜型発電パネル 

多結晶型発電パネル 
太陽光発電 

蓄電設備 

発電機 

マイクログリットシステム 

コンセント 

照明 

空調 

電力網 

（電力会社） 

  １．建材一体型太陽光発電パネルを2,000m2設置 

  ２．マイクログリットシステムの採用 
    平常時のピークカット、非常時の自立電源確保 

太陽光発電パネル 
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 スマートＢＥＭＳ 

  供給側と負荷側を最適制御するエネルギーマネジメント技術 

● ＢＥＭＳ 

● 負荷予測 

● ピークカット 

● 快適性制御 

● デジタルサイネージ 

見える化モニタ 

エネルギーマネジメント 
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代表取締役社長 

代表取締役副社長 

執行役員 

総務部 

統括管理者 
推進責任者 

管理会社 

エネルギー管理責任者 

設計部 

技術管理者 

テナント 

５社（物販、事務所等） 

ＣＯ２削減推進会議 

テナント説明会 

技術研究所他 

アドバイザー 

総務部を中心に 
会議体を構成 

開催頻度は１回/月 

設計者→技術管理者 

技術研究所→ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

CO2削減施策の 
PDCAｻｲｸﾙ 

ＣＯ２削減推進体制の整備 
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省ＣＯ２施策一覧表 

ＣＯ２削減施策例 

・設定温湿度調整 

・外気導入量調整 

・冷水／温水流量調整 

・空調運転時間の最適化 

・換気送風機運転時間の最適化 

・照度調整 

・照明点灯時間の最適化 

・外気冷房設定の最適化 等 

5年間で約200項目以上の施策を実施 

ＣＯ２削減施策の実施 
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650 

801 

850 

679 

150 

164 199 168 

ＣＯ２削減施策例（外気導入量の最適化） 

2012年度2月外気導入量調整 ⇒ ファンインバータ上限周波数変更、外気・還気ダンパの調整 

     給気量15％ 外気導入量約30％削減 空気搬送動力約50％削減 

空気搬送消費電力比較 

（2012年度/2013年度） 
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デシカント 一般空調 2012年度累計 2013年度累計

月
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空
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消
費
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（
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h/
月
）

空
気
搬
送
電
力
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累
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（
kW

h）2012年度2月

外気導入量調整

2013年度3月

VAV差圧調整
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ＣＯ２削減施策例（室内温湿度設定変更） 

2013年度デシカント空調機の給気露点温度設定変更 ⇒ 室内28℃40%→27℃45% 

     冷熱使用量10%削減（デシカント熱使用35%削減 放射空調10%増加） 

デシカント空調機1台の 

熱使用量経時変化 

（2012年度/2013年度8月代表日） 

面積当りの熱使用量比較 

（2012年度/2013年度8月） 
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2012年給気露点温度 2013年給気露点温度 2012年外気露点温度

2013年外気露点温度

熱
使
用
量

（
Ｍ
Ｊ
）

露
点
温
度

（
℃

D
P
）
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2013年

8月

2012年

8月

面積当りの熱使用量（MJ/㎡・月）

デシカント熱使用量 放射空調熱使用量

18.3 24.1

26.711.6 38.3

42.4
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更なるCO2削減にむけて 

快適で 
高効率に使う 

エネルギーを 
賢く創る 

エネマネで 
ムダを省く 

Energy 
Saving 

省エネと快適性の両立 
エネルギーを削減するための省エネ運用。 
これからは、我慢する省エネではなく、 
生産性や健康にも配慮が必要。 

管理や使い方の工夫 
エネルギーを使う人や建物に合わせて、 
ムダなく最適に利用。 

分散型電源の効率運転 
自然エネルギーを活用した分散型電源。
供給と需要のバランス制御が重要。 




